
RCC開局70周年プロジェクト「RCC SCHOOL」の一環として、SARAYA広報宣伝統括部の
廣岡竜也さんを講師にお招きし、RCCラジオ 「新里カオリのうららかのたね特別授業」を実施
しました。ファシリテーターを務めたのは番組パーソナリティの新里カオリさん。授業では高
見小学校３年生の17人の子どもたちが、「私たちの暮らしと環境問題」をテーマに、「海で今
どんな環境問題が起きているのか」、「企業であるSARAYAが環境問題に向き合うために行っ
ている取り組み」について教わりました。子どもたちは、微生物に分解できないものがあるこ
とについて驚いた様子で、気づいた点をノートにとったり、疑問点を質問したりしながら、
「自分たちが食べているもの、使っているものすべてが環境問題につながっていること」
「ルールを守って作られたパームオイル使用の商品にはRSPOマークがついていること」、
「一人一人の買い物が世界を変えること」を学びました。授業の最後には、SARAYAが環境保
全活動に取り組む、マレーシア・ボルネオ島に住む動物にまつわるクイズも出題。子どもたち
からは歓声が上がったり、笑顔がこぼれるなど、楽しそうに取り組む様子が見られました。
特別授業の模様は、11月13日（日）の「新里カオリのうららかのたね」の中で放送します。

新里カオリのうららかのたねでは、これからも新たな気づきを得られる企画・放送に取り組
んでいきます。
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《2022年10月25日(火) 尾道市立高見小学校》

向島の小学生が環境問題を学びました!
RCCSCHOOL 新里カオリのうららかのたね特別授業

■授業終了後の子どもたちの感想
「洗剤がヤシの実から作られていることに驚いた」
「買い物のときに、RSPOのマークを探してみたい」
「プラスチック製品を使うときには、すぐ捨てるのではなく⾧く使うようにしたい」


